
伊藤公博さんと面会して 

藤本勇 

 

伊藤公博さんは今年８月に誤嚥性肺炎で入院されました。 

誤嚥性肺炎は高齢者の病気のうちで多いので有名です。この病気が原因で亡くなる人が多い

ので注意が必要です。私も同じ病気で入院したのでよくわかります。 

 

この病気は物を飲み込む（嚥下機能）が衰えて、食べたものが肺に入って肺炎症状が出ます。鼻

に細いチューブを胃袋まで挿入されて栄養剤を注入したりしますが、点滴治療もされます。落

ちついてきたら食べる食事も固形物では食べにくいので、小さく刻んで患者に少量づつ看護婦

が付き添いで食べさせます。特にお茶などはトロミ剤を使って飲みます。（私はいまでもトロミ

剤の入ったのを飲んでいます） 

 

ご息女の松本純子さんとは何度も携帯電話のショートメールの交信で伊藤公博さんの容態を聞

きました。それによると私の場合よりも病状は悪く、胃袋に入った固形物などは受付ず戻して肺

に入るそうです。また「たん」が出て、それを吸引するのに日に 24 回もなさるそうです。８０キロ

ほどあった体重が４０数キロにまで減ったそうです。 

 

何とかして彼を元気づけようと思い、オンライン面会を松本さんにお願いしました。コロナ禍の

中、病院は家族でも直接の面会は禁止。やっと 11 月 18 日に面会できるようになりました。野口

幹夫さんと二人で Skype を使っての面会に漕ぎつけました。 

 

病院との面会申し込みは野口さんにお願いし、私は野口さんから送られてくる招待状の URL を

待つばかりです。アプリは ZOOMでなく Skypeです。Skypeは２０年前に安い国際電話として使っ

たくらいで、馴染はありません。 

当日が来て定時にパソコンを立ち上げ待っていました。病院からの招待状の URL をクリックして

も接続はされるが、画面がでない。面会時間は 15 分があっという間に過ぎようとした頃、やっ

と伊藤さんの顔を見ることが出来ました。 

 

彼はベットで眠っていました。看護婦さんが声をかけるも応答はなし。鼻に細いチューブが入れ

られて酸素を吸っておられた。食事は点滴で栄養剤を注入され、まさにパイプ人間でした。 

 

 

最近読んだ新聞記事の中に共感したのを紹介します。 

朝日新聞デジタルに樋口恵子さんの高齢者問題の「ヨタヘロ期」で、その中の記事を早速無断

で使いました。（樋口さんの記事を添付いたします） 

 



「回復不可能、意識不明の場合、苦痛除去以外の延命治療は辞退致します」と書きつ 

けたカードを、健康保険証と一緒に常に携帯しております。実印を押印して自筆で 

サインしています。 

 

一日でも長く生きられるように祈るばかりです。 

 

 

「ヨタヘロ期をどう生きる」 

 

樋口恵子 

 

日本人の平均寿命は女性 87・57 歳、男性 81・47 歳（2021 年）。人生 100 年と言われる時代を生

きる高齢者として「初代」を自任するのが、「高齢社会をよくする女性の会」理事長で評論家の

樋口恵子さんです。今年 5 月に卒寿（90 歳）を迎えました。なにをするにもヨタヨタヘロヘロの

世代を「ヨタヘロ期」と命名。「老いるショック」の現実をユーモアを交えて発信しています。 

 

 ――これまでは「老いの入り口」「かりそめの老い」で、いまは「本物の老い」がやってきたと

語っておられます。80 代後半から実感された老いとはどのようなものなのでしょうか。 

 

 女性初の国会議員をなさった加藤シヅエ先生（女性運動家、1897～2001）にお話をうかがっ

たとき、「90 代になりますと、ふわーっと立っているだけで、ふわーっと転ぶことがあるんです

よ」とおっしゃったことがあります。私はそのころ 60代でしたから、まったく意味がわかりません

でした。 

 

 ところが数カ月前、それを自分で経験したんです。家の玄関に立っていたら、ふわーっと転ん

で玄関のたたきに顔を打ちつけてしまいました。幸い意識は失いませんでしたが、顔中が青や

紫のあざだらけになり、まるでお岩さん。大変な思いをしました。「石や段差につまずいて転ぶ

のが 70 代、黙って立っているだけでふわーっと転ぶのが 90 代」なんです。それが「ヨタヘロ期」

でありまして。 

 

 親たちの世代から「あなたがこの年にならないとわからないわよ」と言われてきたことが、

「これだったんだな」とわかってきました。例えば、米寿（88 歳）の少し前から、朝起きても空腹

感をなかなか感じないのです。心からの食欲がたちのぼってこない。生命力が非常に低下した

という気がいたします。 

 

長くなった「ヨタヘロ期」、最大の課題は… 

 ――「ヨタヘロ期」は印象的なネーミングです。関連したエッセーの売れ行きも大変好調とう



かがいました。 

 

 高齢者問題の研究家で友人の春日キスヨさんが、人間の老いについてこんな風に言ってい

ます。「ピンピン」している元気な時期の後に「ヨタヨタヘロヘロ」半分自立している時期があり、

その後にドタリと倒れて寝たきりになる、と。ちょうど私がヨタヨタヘロヘロになりつつある時期

だったので、これだ、と思いました。 

 

 みなさんピンピンコロリを願うけれども、長い「ヨタヘロ期」をどう生きるか、覚悟をもって考

えていかなければいけないのです。 

 

 「ヨタヘロ期」は昔からありました。ただ、かつては本格的な「ヨタヘロ」に入る前に、「ヨタ」ぐ

らいで「ドタリ」、そして死亡という方が多かったわけです。 

 

 世界一の日本の医療制度のおかげもあって、最近では 80 代 90 代の「ヨタヘロ期」を生きる

人が急激に増え、ネーミングできるほどに課題が顕在化して、関心が高まっているということ

だと思います。 

 

 ――女性と男性では違いがあるでしょうか。 

 

 厚生労働省が発表している平均寿命と健康寿命の差をみると、男は 9 年、女は 12 年。非健康

寿命は女のほうが 3 年も長い。これはゆゆしい問題で、「ヨタヘロ」になる人は圧倒的に女が多

いということです。 

 

 要介護になる原因をみても、男性は脳卒中や心疾患が目立ちますが、女性は骨折転倒や関

節疾患が多くて、男女でかなりの違いがあります。 

 

 ――「ヨタヘロ期」を生きる高齢者の課題はなんでしょうか。 

 

 最大の問題はコミュニケーションです。友人関係はとても大切です。ただ、70 代までは友達

同士の往来が盛んですが、80 代になるとお互いに出歩くのが難しくなってきます。耳が遠くな

って電話をしにくくなる人もいれば、手先が動かなくなって手紙を書くのがおっくうになる人も

います。やはり、「ヨタヘロ期」になる前に、ICT（情報通信技術）の活用能力をお互いに身につけ

ておくことが大事だと思うようになりました。 

 

 ――これからの高齢者は SNS やオンライン会議などのデジタル化に対応しなければいけな

い、ということでしょうか。 

 

 実は昨年、高齢社会をよくする女性の会は方針を転換しました。 



 

 それまではデジタル化対応は個々の会員さんにお任せしようということでした。私自身も

ICT は苦手だったものですから。しかし、高齢化は多様な障害者が増える社会であって、その個

性、多様性に対応したコミュニケーションツールが必要です。会としてデジタル化を毛嫌いせず

に受け入れ、コミュニケーションの一つのツールとして大切にしよう、と切り替えました。同時に、

ICT にふれる機会が少なかった高齢女性を置き去りにしないよう国に求める声明も公表しまし

た。 

 

 ――「ヨタヘロ期」を生きる同世代をみて、どんなことを感じておられますか。 

 

 「ヨタヘロ期」まっただなかの同世代の方々は、本当に社会参加したがっています。例えば介

護施設で要介護度が重い方の話し相手になったり、食後の下膳を手伝ったり、たいしたことは

できなくてもまだ体は動くから、何かお役に立つことがあれば、という気持ちです。 

 

 「微助っ人（びすけっと）」という表現をしている方がいて、よい言葉だなと思いました。「年を

経て 我もなりたし 微助っ人」です。 

 

 「ヨタヘロ期」には「ヨタヘロ期」なりの生きがいがあります。私がし残した仕事があるとすれ

ば、「ヨタヘロ期」の社会参加を真剣に考えたい。老いたヨタヘロ市民であっても、終末のときま

で個人であり市民の一人でありたいと願っています。 

 

 ――老いや高齢社会の問題を長くご専門とされてきたわけですが、ご自身の終活や将来の

介護についてはどのようにお考えでしょうか。 

 

 ターミナルケアに関しては、「回復不可能、意識不明の場合、苦痛除去以外の延命治療は辞

退致します」と書きつけたカードを、健康保険証と一緒に常に携帯しております。押印して自筆

でサインしていますから、かなえていただけるだろうと思っています。 

 

 介護や認知症については、くよくよとは考えないことにしております。ある時期から「ケアさ

れ上手」になろうと言ってきました。ケアワーカーの大変な状況も理解したうえで、自分の尊厳

と相手の尊厳を尊重しつつ、ケアされる。これはなかなか大変なことです。最終的には情けな

い姿をお目にかけるかもしれませんが、それは要介護という弱さのゆえですから勘弁してやっ

てください、と先におわびしておきます。 

 

 ――理事長をなさっている「高齢社会をよくする女性の会」は今年、卒寿の記念として「樋口

恵子賞」を創設されました。 

 

 樋口恵子賞なんておこがましいのですけれど、次世代へのメッセージのつもりで始めました。



すでに今年は締め切っていますが、100 件を超す応募があって、驚きました。 

 

 ――今後の会の運営は。 

 

 私たちの会は、集まっちゃしゃべり、しゃべっちゃ元気になりという、出会いと学習の場です。

それがコロナで「集まるな外出するな」が続きましたから、会は存立の危機です。 

 

 90 歳になった私が采配を振るっているのはおかしなことなので、会を継続していくなら運営

は若い方にゆだねたいと思っています。会を閉じるなら名誉ある閉じ方を考えたい。本当はも

っと早く話し合っておくはずでしたが、コロナに振り回されました。私の責任であります。 

 

 ――ウクライナで続く戦争に関連して、「老いは平和の所産」と語っておられたのが印象に残

っています。 

 

 世代論的に言いますと、（いま「ヨタヘロ期」を迎えている）私たち昭和 1 ケタ生まれ以降は、

空襲や引き揚げで亡くなったり、少年兵として犠牲になったりする悲劇はあったけれども、戦場

に送られて戦死することは少なく、生き残ることができました。戦後は飢えた思いをしましたが、

高度成長の余慶に恵まれ、ある時期からはいっぱい食べて、「ヨタヘロ期」まで生きる生活条件

に恵まれました。あの戦争が続いていたら、私たちの多くは死んじゃってましたよ。 

 

 平和なくして長寿なし。これは厳然たる事実です。（聞き手 編集委員・清川卓史） 

 

 


